
ま
ち
の
魅
力

再
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｒ
下
関

駅
か
ら
火
の
山
ま
で
の
海
峡
沿
い
を
対

象
に
、
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
を
改
め
て

発
掘
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
芳

田
副
市
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
あ
る

か
ぽ
ー
と
の
開
発
を
進
め
る
う
え
で
も
、

海
峡
沿
い
の
エ
リ
ア
は
非
常
に
重
要
で

す
。
こ
の
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
は
欠
か

せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
関
門
海
峡
を

臨
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
本
当
に
素
晴
ら

し
い
し
、
胸
を
張
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
場
所
。
そ
れ
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
、
市
民
生
活
と
の
融
合
も

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
客

だ
け
が
来
る
場
所
で
な
く
、
地
元
に
根

付
い
た
、
そ
こ
に
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

「
下
関
ら
し
さ
」の
あ
る

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
魅
力
の
再
発
掘
に
向
け
て
取
り
組
ん

だ
の
が
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
で

す
。
作
成
に
当
た
り
、
全
国
各
地
の
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「d design travel

」

を
発
行
す
るD

&
D

EPA
RTM

EN
T

社

を
迎
え
ま
し
た
。「d design travel

」

は
、そ
の
土
地
に
長
く
続
く「
個
性
」「
ら

し
さ
」に
焦
点
を
当
て
た
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
高
い
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、

全
国
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
別
冊
と
し
てd design 

travel W
O

RK
SH

O
P in 
下
関
海

峡
エ
リ
ア
号
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。「
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
お
し

ゃ
れ
な
ス
ポ
ッ
ト
や
都
会
的
な
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
掲
載
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
あ
く
ま
で『
下
関
ら
し
さ
』で
す
。
ほ

か
の
ま
ち
に
は
な
い
、
こ
の
ま
ち
に
ず

っ
と
根
付
い
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も

の
を
取
り
上
げ
た
か
っ
た
ん
で
す
。
下

関
に
来
な
い
と
体
験
で
き
な
い
唯
一
無

二
な
物
や
場
所
な
ど
。
そ
う
い
う
魅
力

を
改
め
て
発
掘
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
し
た
」

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
に
先
駆
け
、

同
社
代
表
の
ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
氏
を

招
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
公
募
の

“下関らしさ”改めて、初めて、
みんなで考えてみた

市民ライターが編集した「下関らしさ」のある観光ガイドブックを発行しました

ナガオカケンメイ氏も参加した「まちの魅力再発掘プ
ロジェクト」のキックオフイベント。（2019年６月）
このイベントで議論された下関の魅力を基に、ガイド
ブックの編成を開始した。

副市長
芳田直樹
副市長就任４年目。
まちの魅力再発掘
プ ロ ジ ェ ク ト の
リーダーを務める



▲キックオフイベント

参
加
者
を
含
む
約
160
人
が
参
加
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
下
関
ら
し
さ
」の
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
議
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
話
題
に
上
が
っ
た

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
軸

と
な
り
ま
す
。

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の

過
程
が
重
要
だ
っ
た
」

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、「
観
光
」「
食

事
」「
買
い
物
」「
カ
フ
ェ
」「
宿
泊
」「
人

物
」の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４

つ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

応
募
の
あ
っ
た
24
人
の
市
民
ラ
イ
タ
ー

の
皆
さ
ん
や
編
集
部
が
協
議
を
重
ね
、

下
関
ら
し
い
個
性
や
独
自
性
の
高
い
魅

力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
選
定
し
ま
し
た
。

「
魅
力
の
再
発
掘
か
ら
そ
れ
を
記
事
に

す
る
ま
で
を
市
民
の
方
が
行
う
、
そ
の

過
程
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
を
自
分

た
ち
で
考
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
愛
着
も
湧
き
ま
す
し
、
見
え
方

が
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

た
ち
が
発
掘
し
た『
わ
が
ま
ち
下

関
』の
魅
力
を
、
市
外
の
友
人
な
ど

に
自
分
の
言
葉
で
熱
く
語
っ
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
当
初
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
の
目
的
の
１
つ
は
、
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
熱
い
思

い
を
持
っ
た
市
民
の
方
と
出
会
う

こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
方
と

行
政
が
関
わ
る
こ
と
で
次
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」。
完
成
し
た
冊
子
は
、
市

内
各
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
す
。

次
は
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

　
「
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
市
民
や
事

業
者
の
方
と
一
緒
に
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
発
掘
し
た
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
ま
で
に
出
会
っ

た
方
や
感
じ
た
こ
と
を
基
に
、
そ
し
て

新
た
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
声
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ（
サ
キ
ミ
ル
会
議
）を
予
定
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
下
関
の
将
来
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」（
サ
キ

ミ
ル
会
議
の
詳
細
は
５
㌻
）

改めて、初めて、
みんなで考えてみた

問企画課（☎231-5838）

d design travel
WORKSHOP in
下関海峡エリア号
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私たちのまちをデザインの視点で見てみよう
「d design travel」の編集方針は独特で、最初は難しく感
じましたが、改めてその視点で下関市内を見ると、感じ
方が変わりました。今回、選出されたスポットは「下関に
しかない」、逆に「下関にないと違和感がある」といった本
当に下関ならではのものだと思います。
編集部と市民で真剣に選び、作り上げ
ました。これを見て、巡って、下関ら
しさを体感してもらいたいです。

知ることで魅力が増す
地元だからこそ、名前だけは知っているけど、「また今度
にしよう」と先延ばしになっているお店ってあると思うん
です。今回、私が紹介しているのはそんなお店の一つで
した。取材する中で、ここに至るまでの物語や背景を聞き、

印象が変わりました。知れば知るほど、
お店の奥行きを感じましたし、同じも
のを見ても「知ることで魅力が増す」と
いうことを実感しました。

行けば「下関のこと」が分かるお店
私は韓国からの留学生として、２年前から東亜大学に在
籍しています。冊子では４店が紹介されていますが、ど
このお店が紹介されているかを見るだけでなく、私たち
が書いた紹介文もぜひ読んでほしいですね。その魅力が
少しでも伝わればと思っています。お
店を回れば、下関がどんなまちなのか
分かると思うので、韓国から家族や友
人が来た際は、連れていきたいですね。

帰郷して気付いた下関の良さ
私は生まれも育ちも下関なのですが、一時期、海外で暮
らしていたことがあります。帰郷して感じたのが、この
まちには外の人に紹介したくなる素晴らしいスポットが
たくさんある、ということでした。それまで当たり前だ

った場所も、改めてみることでその魅
力に気付くこともあるかと思います。
私は「カフェ」を担当しましたが、どの
カフェも本当に魅力的です。

しものせき海峡まつり下関くじら館

Maazel Maazel 大丸下関店tearoom Liz

菅 真智子 さん
税理士事務所勤務

内田 達也 さん
システムエンジニア

ペック・ジョンウォン さん
東亜大学 韓国留学生

福永 百合江 さん
ビューティーパートナー

24
スポット等

市民ライターが

選んだ
６つのテーマごとに４つのスポットなどを選定。
市民ライター24人が、テーマごとに４人ずつの
６グループに分かれ、24のスポットなどを紹介

観光食事

買い物カフェ
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一般的な旅行雑誌とは異なる冊子
私は「宿泊」部門を担当しましたが、一般的な旅行雑誌と
は一線を画した冊子ができたと思っています。この冊子
にはいっさい広告が入りませんので、広告主に気を使う
といった偏りがありません。純粋に市民ライターや編集
部が「下関らしい」と考えた施設だけが
紹介されています。紹介する文章に関
しても同様で、お店側の意向はなく、
ライターが感じたことを書いています。

独自の切り口で「下関らしさ」を発信
私は以前からナガオカケンメイさんの編集等に関心があ
ったこともあり、市民ライターに応募しました。今回、
私は「人物」部門を担当しましたが、「下関らしさ」を独自の
切り口で再構築し、表現している人たちが選定されてい

ると感じています。私自身も、これま
でとは違ったセオリーで、「下関らしさ」
に付加価値を付けて発信していけたら
と思います。

みもすそ川別館沖野充和さん

青木 紀子 さん
編集者

中村 諭央 さん
自営業

宿泊人物

「下関らしさ」の詰まった
観光・食事・買い物・カフェ・宿泊・人物

d design travel WORKSHOP in下関海峡 エリア号
2020.03.07

【掲載されているスポットなど】
●設置場所
冊子内で紹介する店舗の一部
や市内公共施設等に設置して
います。また、市ホームペー
ジ上に公開しています。
●スタンプラリーを開催します！
冊子掲載のスポットを回るスタンプラリー
を５月31日まで開催しています。
※いずれも詳細はQRコードから確認を。

04 カフェ
・ポストギャラリー　
　レ・ト・ロ カフェ多羅葉
・TAKADA COFFEE
　カモンワーフ店
・tearoom Liz
・sake bar 北市屋

01 観光
・海響館
・旧秋田商会ビル
・関門トンネル人道
・しものせき海峡まつり

02 食事
・レストラン髙津
・ニクバル　トミート
・日和庵
・下関くじら館

03 買い物
・唐戸市場
・capanna di CIPOLLA
・阿王雪本舗　松琴堂
・Maazel Maazel 
　大丸下関店

05 宿泊
・みもすそ川別館
・uzuhouse
・下関グランドホテル
・春帆楼本店

06 人物
・木原豊美さん
・中村諭央さん
・沖野充和さん
・酒井由美子さん

対まちづくりに興味や関心
があり、主体的にまちづく
りに関わりたい人　日４月
26日（日）午後１時～４時　
所ふくふくこども館　

内講演会、ワークショップ　師泉山塁威氏、
studio-L　定20人　申４月17日（金）までに、
QRコードから申し込みを。※詳しくはYMFG ZONEプラニ
ング（☎223-4202）へ
問企画課（☎231-5838）

下関の将来を一緒に語り合いませんか

あなたの声がまちの未来を変える！

キックオフ

サキミル
会議

5	 市報しものせき　令和２年　４月号


